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QST、は国の量子関連の
研究をリードする組織

量子生命科学という学問領域は、
2019年に量子科学技術研究開
発機構（QST）で世界に先駆け
て産声をあげ、「量子生命科学研
究所」がスタートしたことをうかが
いました。QST全体について教え
ていただけますか。

馬場　QSTを一言でいうと、様々
な分野において日本の量子関連
における研究をリードする組織であ
り、日本のみならず世界を牽引する
ことを目指しています。
　QST全体では、大きく４つの分
野の研究を行なっています。核融
合などの「量子エネルギー研究分
野」、高性能量子ビーム開発を行う

「量子ビーム科学研究分野」、さら
に「量子医学・医療研究分野」で
は、量子メスと言われる重粒子線
がん治療装置をはじめとした研究
開発が行われています。そして４つ
目が、量子生命科学研究所が属
する「量子技術イノベーション研究
分野」になります。

量子の研究は、世界的トレンドと
いう感じで、非常に盛んですね。

馬場　そうですね。日本でも量子
に関する研究開発は国の主導で
進められ、2020年に量子技術イノ
ベーション戦略が作られました。そ
の戦略の下、2021年２月、全国の
大学や研究所に８の量子技術イノ
ベーション拠点が発足しました。そ
の後、拠点の強化や追加が行わ

れ、現在は11の拠点として整理さ
れています。QSTは「量子技術基
盤拠点」と「量子生命拠点」に指
定されていて、後者の中心が、私
が所長を務める量子生命科学研
究所です。
　その他の拠点を挙げると、量子
コンピュータ開発は理化学研究所、
量子センサは東京工業大学、量
子マテリアルは物質・材料研究機
構、量子ソリューションは東北大学、
量子ソフトウェア研究は大阪大学、
量子コンピュータ利活用は東京大
学と企業連合、量子セキュリティは
情報通信研究機構、量子国際連
携は沖縄科学技術大学院大学、
量子・AI融合技術関係は産業技
術総合研究所、量子化学産業創
出は東海国立大学機構が指定さ

れています。

QSTは、千葉をはじめ
全国に大型施設を有する

馬場　QSTの本部は千葉県千
葉市の稲毛区にあります。ここには
量子生命科学研究所、重粒子線
治療のメッカと言える量子医科学
研究所、それを実施するQST病院、
放射線防御研究や被ばく線量評
価などを行う放射線医学研究所
の、３研究所１病院があります。
　さらに本部のある千葉に加えて、
全国６箇所に研究所と最先端の
大規模な研究施設・装置があるこ
とがQSTの大きな特長です。群馬
県にある高崎量子技術基盤研究
所 にはイオン照 射 研 究 施 設
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日本が世界に先駆けて着手した
量子生命科学の研究で、健康長寿と
“生命とは何か”の解明に挑む

国立研究開発法人　量子科学技術研究開発機構
量子生命科学研究所　所長
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取材日：2024年5月15日
国立研究開発法人 量子科学生命研究所

聞き手	：	富山裕明	 日本科学機器協会 広報委員長
		  岡田康弘	 日本科学機器協会 編集長
	 	 梅垣喜通	 日本科学機器協会 顧問
	 	 渡辺 徹	 佐藤真空株式会社
	 	（取材・撮影・編集協力：クリエイティブ・レイ㈱　安井久雄）

馬場 嘉信 先生のプロフィール
【学 歴】
1981 年 3 月	 九州大学理学部化学科卒業
1986 年 3 月	 九州大学大学院理学研究科化学専攻博士課程修了
1986 年 3 月	 理学博士（九州大学）

【職 歴】
1986 年 4 月	 日本学術振興会 特別研究員
1986 年 6 月	 大分大学教育学部 助手・講師
1990 年 4 月	 神戸女子薬科大学薬学部 講師・助教授
1997 年 4 月	 徳島大学薬学部 教授
2004 年 10 月	 名古屋大学大学院工学研究科 教授
2008 年 4 月	 名古屋大学大学院医学系研究科 協力講座教授　
2008 年 4 月	 名古屋大学総長補佐（研究推進担当）
2010 年 12 月	 名古屋大学革新ナノバイオデバイス研究センター センター長
2012 年 4 月	 名古屋大学シンクロトロン光研究センター センター長
2015 年 4 月	 名古屋大学先端ナノバイオデバイス研究センター センター長
2017 年 4 月	 JST・CREST ｢細胞外微粒子｣ 研究総括　
2018 年 10 月	 名古屋大学未来社会創造機構ナノライフシステム研究所 所長
2019 年 4 月	 量子科学技術研究開発機構 量子生命科学領域 領域長
2020 年 4 月	 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）技術戦略研究センター（TSC）フェロー
2020 年 12 月	 ONCOLill, Lille がん学際領域研究所 , France, 国際科学諮問委員
2021 年 4 月	 量子科学技術研究開発機構 量子生命・医学部門 量子生命科学研究所 所長
2024 年 4 月	 名古屋大学未来社会創造機構 量子化学イノベーション研究所 特任教授
2024 年 4 月	 量子科学技術研究開発機構 量子生命科学研究所 所長

【受章・受賞歴】
2004 年 9 月	 独国 Heinrich Emanuel Merck Award
2005 年 5 月	 Fellow, Royal Society of Chemistry
2006 年 8 月	 第 28 回応用物理学会論文賞 (2006 年度 )
2008 年 3 月	 日本化学会 学術賞
2015 年 10 月	 日本分析化学会 学会賞
2016 年 4 月	 平成 28 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 科学技術賞 研究部門
2021 年 3 月	 日本化学会 学会賞
2021 年 11 月	 紫綬褒章

量子科学技術研究開発機構が推進する4つの研究分野と基盤となる施設群
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のスピン相互作用等を観測し、分
子構造の決定や反応解析に使用
します。超偏極化した化合物の経
時的な信号減衰や、代謝反応に
伴う分子の構造変化を捉えること
が出来ます。
　さらに「in vivo量子センシング
用二光子顕微鏡」というものがあり
ます。これは生きた動物の体内を１
細胞レベルで量子センシングする
ための装置です。生体ナノ量子セ
ンサを動物の細胞に導入し、細胞
内温度やラジカル、遊走性などの
多項目計測が可能です。疾患に伴
う細胞内の多様な変化を捉えて、
その変化が病気に与える影響を
調べることができます。

前号（上編）で、今までは同じよう
なデータを採ろうとした場合は10

TIARA、電子線照射施設、コバル
ト60ガンマ線照射施設があります。
関西光量子科学研究所が京都
府の木津地域、兵庫県播磨地域
にあり、木津にはレーザー実験施
設 の J - K A R E N - P と 、
QUADRA-Tがあります。播磨に
は大型放射光施設SPring-8があ
ります。SPring-8自体の運用は理
研が行っていますが、QSTはその
うち２ヶ所のビームラインを使ってい
ます。さらに宮城県仙台市の東北
大学のキャンパスに2024年４月１日
から運用が開始された３GeV高輝
度放射光施設NanoTerasuがあり
ます。さらに茨城県の那珂フュー
ジョン科学技術研究所には、トカマ
ク型超電導プラズマ実験装置JT-
60SA、青森県六ケ所村の六ケ所
フュージョンエネルギー研究所で
は国 際 核 融 合 材 料 照 射 施 設

（IFMIF）原型加速器を開発中で
す。これらの施設や装置は併用中
のものを含みます。
　このように多くの大型の研究施
設を使って研究を進めていること
がQSTの特長で、そうした設備を
外部の大学や企業の研究機関な
どにも使って頂きながら、冒頭にお
話しした４分野の研究開発を加速
しています。

量子生命科学研究所の
ミッション「生命とは何か」
に迫る

馬場　こうした研究体制の中で、
我々の量子生命科学研究所のミッ
ションは、最先端の様々な量子技
術を使うことで、医学、生命科学、

標識した目的の化合物と、安定な
ラジカル化合物とを混合し、極低
温・強磁場下にて照射したマイクロ
波と電子スピンとを共鳴させ、生じ
た電子スピンの分極を目的化合物
の標識核種へと遷移させて(動的
核偏極)、核スピンを分極 (=超偏
極化) させる装置です。

前号で、量子のスピンの方向を揃
える事で、MRIなどの感度を1万
倍に上げることをうかがいました
が、そのようなことに使われるの
ですね。

馬場　はい。つまり量子操作が行
える最新装置の１つと思っていだ
ければと思います。
　そしてやはり前号でお話ししまし
た「超偏極MRI／NMR」の研究
に関係する装置が「3T MRI」と

「高磁場NMR」です。
　「3T MRI」は実験動物（マウ
ス・ラット・マーモセット）用のMRI装
置です。超偏極化した化合物を、
装置磁場トンネル内に保定された
動物に装置外部から投与し、その
代謝反応をイメージングします。
　「高磁場NMR」は核磁気共鳴
装置とも言います。分子を構成して
いる原子核の周波数や原子核間

創薬をはじめとする幅広い分野に
貢献できるような研究を進めていく
ことであり、最終的には「生命とは
何か」の解明に繋がるような画期
的な研究を目指します。前回お話し
したように「量子の目と量子の手で
生命の謎を解き明かす」ということ
です。
　こうした研究を進めるために、文
科省のQ-LEAPや内閣府のSIPと
いう大型研究プロジェクトをスタート
させています。前回お話した、例え
ば生体ナノ量子センサや、認知症
の超早期診断、量子技術を用い
た超高感度MRI/NMRの研究な
どが、このプロジェクトになります。

量子生命科学研究所は、最先端
の機器が多数揃い、多くの研究
員の方が活発に出入りしていて
活気を感じます。

馬場　現在、28の国内の大学・研
究機関、13の海外の大学、24社の
企業など多くの機関に連携してい
ただいています。連携機関の研究
者の皆さんにも我々の機器、設備
を使ってもらいながら、新しい分野
の開拓を進めている形です。

量子生命科学研究所で
使用される最先端機器

量子生命科学研究所で使われて
いる最新の機器をご紹介いただ
けますか。

馬場　いくつかご説明します。
　「超偏極機SpinAligner」は、
13C(炭素13)などの安定同位体で

時間もかかったり、データ取得が
不可能だったことが、量子技術を
用いることで動物の体内の変化
をリアルタイムで捉えられるように
なるというお話でした。その機器
でしょうか。

馬場　それにあたります。これまで
は感度が低く、データ取得が困難
でしたが、量子技術を用いることで
非常に感度が良くなりましたし、ま
た、数万倍感度が高い量子センサ
を開発することが可能になりました。
こうした機器の進歩は、私が以前
から目標としていた、病気が発症す
るずっと前の未病状態から体内の
変化を捉え、病気の発症を予防し
て、100歳を超えても働き盛りの年
代のようにイキイキとした健康長寿
の実現に向けた研究を大きく後押
ししてくれています。

歩んできた道は “二刀流”
理学、薬学、医学、工学等の
研究を経て現在に至る

ここからは馬場先生の研究の遍
歴をうかがいたいと思います。
子どもの頃は、どんな少年だった
のでしょうか。

馬場　私は熊本県の人吉市とい
うのどかな地域で生まれ育ちました。
小学校１年生の夏休みに「稲の成
長」というテーマで自由研究をした
ところ、それが熊本県の大会に選
ばれて、ポスター発表を行いました。
また、子ども時代に覚えているのが
1969年にアポロ11号が月面着陸
した生放送のニュースでした。小学

５年生だった私は、夜中に父親か
ら叩き起こされてTVを見たことを
覚えています。そういった経験も
あってか、将来の夢を聞かれると
科学者と答えていたらしいのです
が、それは漠然としたもので、本人
は「科学とは何か？」について、あま
り理解していなかったと思います。
その後は地元の人吉高校を卒業
した後、1977年に九州大学の理
学部化学科に進みました。

先生は、生物や生命には興味が
なかったのでしょうか。

馬場　何故か生き物には興味が
なかったです。小学１年生の時の
稲の研究も、父が言うからやってみ
ただけで、カエルや魚の解剖の授
業などは大嫌いでした。笑

理学部を卒業された後、実に多く
の分野を歩まれていますね。

馬場　それが私のユニークなとこ
ろだと言えるかもしれません。流行
の言葉をいただくと、大谷選手のよ
うな「二刀流」でやってきた感じで
す。ちなみに高校での講演などで
も二刀流の言葉をよく使わせても
らっています。そうすると学生さんは
話に入りやすいようです。
　大学卒業後、九州大学大学院
の化学で博士を取得した後、徳島
大学では薬学部の教授、名古屋
大学大学院では工学研究科の教
授、さらに医学系研究科の講座の
教授というように理学、薬学、工学、
医学に携わりました。
　そして海外では、2017年に台湾

3T MRI　実験動物用のMRI装置

in vivo 量子センシング用二光子顕微鏡

超偏極機 SpinAligner
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の高雄医科大学薬学部の客員教
授、2020年にフランスがん研究所
の諮問委員を務めてきました。実は、
最初に学部生時代に専門だった
理学部だけ教授をしたことがな
かったのですが、2017年に東京大
学大学院理学研究科で客員教授
として講座を持つことができました。
肩書はそんなに重要ではないので
すが、このように色 な々分野の研究
を経験してきたことが一番大きな特
徴です。
　大学では名古屋大学で教授を
務めた期間が一番長く、2024年の
３月まで20年間在籍しました。その
名古屋大学で、新しい異分野の
融合領域の研究にも携わり、2018
年からの名古屋大学ナノライフシ
ステム研究所の所長として、工学
と医学の融合を進めてきました。そ
して2019年から、現在の量子生命
科学領域長（現 研究所長）という
のも、まさに異分野の融合になるわ
けです。

離れていると思われていた
異分野を融合することで
生まれる新発見

 “二刀流”というより三刀流も四
刀流もあるように感じます。
そうした異分野が融合する研究
にご興味があり、携わってこられ
たのでしょうか。

馬場　自分では、なぜ二刀流に
なったのか、最初から好んでそう
なったのかは、正確に覚えていな
いのですが、「離れた分野を融合
させていけば、有用な研究成果が

得られる」とは感じていました。
　現在の「量子生命科学」で言う
と、量子科学と生命科学は、そもそ
も非常に離れた分野として研究が
行われてきました。論文が互いにど
のように引用されているかといった
文科省のデータを見ても明らかで
す。
　いずれにせよ、従来は離れてい
て関係がないと思われていた研究
分野は、今日では近まり、そして融
合して発展を続けています。例え
ば昔は、がんの診断をAIで行うこ
とはなかったわけですが、今はごく
当たり前です。

振り返るとスマホもAIの１つだと
思いますが、ここまで誰もが使うも
のになるなど、予測してないこと
が現実になって来ましたね。

“未来予測”は毎世紀ごとに

馬場　そのような“未来予測”は毎
世紀ごとにされてきました。19世紀
も、20世紀もそうだったように、21世
紀の初めにも“今世紀中にこれが
出来る”という予測をした本が色々
と出ています。
　その中で、量子生命科学に関
係する事をあげてみると、例えば

「2030年代ナノセンサで、発症す
る何年も前にがんなどの病気予測
が出来る」ということが言われてい
ます。まだ実現はしていませんが５
年から10年後には実現すると思っ
ています。さらに「2050年代には、
幹細胞や遺伝子老化修復などに
より寿命が150歳以上になる」
「2070年代から2100年頃には、心

を読む、夢を録画する、老化を逆戻
りさせる、万病をなくす」という予測
がされています。
　これまで申し上げてきたように、
100歳になってもイキイキと長寿を
全うしようという社会を作っていくこ
とが私の目標ですが、その先には
150歳やそれ以上の目標があるわ
けです。これが2050年までに実現
すれば、私はその時、まだ100歳に
なっていないので、22世紀を見られ
るのではないかと期待しています。

昨今の様々な進歩を思うと、夢物
語などではないように感じます。

馬場　こういう未来予測をする時
に、例えば１年で何かの研究が
１％進めば100年で100％になるの
かなと思いがちですが、歴史的に
見ると、世界中の人が研究するよう
になると指数関数的に加速してい
ます。言い換えると、１が２倍の２に
なるのでなく、２が７乗されて128に
なって達成されてしまう、つまり７年
で100％を超えて実現してしまうとい
うことです。
　ゲノム解析がその有名な例で
す。ヒトゲノムを解析しようということ
が1990年に始まった時、当時は
100年かかると言われていました。
しかし現実的には13年で出来てし
まったのです。
　量子科学と生命科学を融合さ
せた量子生命科学の研究は、「難
しい」と思われがちですが、７年も
たったら世の中はがらりと変わって
いて、普通のことになっている可能
性は大いにありえます。

工学（ナノテク）×医学の
二刀流でがん早期診断の
デバイスを実用化

量子生命科学の研究に携わる前、
馬場先生が“二刀流”で取り組ん
できた研究例を教えていただけ
ますか。

馬場　２つの例をご紹介したいと
思います。
　１つは「工学（ナノテク）と医学」
の融合です。ナノワイヤーというナ
ノテクノロジーを使うことで、がんの
超早期診断が出来るものです。こ
のプロジェクトはいくつか行ってきま
して、現在進行中のものは、細胞
外微粒子に関するものです。
　ターゲットは、私たちの体の中に
非常にたくさんあるエクソソームと
いうものです。昔、研究が開始され
た頃は、エクソソームは細胞のゴミ
箱だと思われていました。しかし最
近はゴミではなくてとても重要な物
質が含まれており、がんの転移や
がんそのものの情報、あるいは認
知症の情報を持っていることが分
かってきました。このエクソソームを
調べることが出来れば、がんなど
の早期発見に非常に有益なわけ
です。結論から言うと、ナノテクノロ
ジーによってデータを取得すること
が出来るようになりました。そして実
用化されてキットになっているので、
今は皆さんも使う事が出来ます。

実用化されて、私たちも使うこと
が出来るのですね。どのようなキッ
トなのでしょうか。

馬場　私たちの研究室で、デバイ
スの中にナノワイヤーという数nm
の棒状のものを配したナノ構造を
開発することに成功しました。この
デバイスで尿を調べると、棒状のナ
ノワイヤーに尿中のエクソソームが
ペタペタと付きます。その中にマイク
ロRNAという生体分子があるので
すが、それらを取り出して解析しま
す。これは東レと一緒に研究を進
め、マイクロRNAを使って解析す
る一連のところは東レが元々持っ
ていた技術を使いました。その技
術を使うと、2500種前後の配列の
違いを一度に解析出来ます。その
情報をAIに入れると、例えば10年
後ぐらいに肺がんになるかもしれな
い、といったことが分かるのです。
大変だったのはデバイス中に詰め
たナノワイヤーの構造を作ることで
した。

ナノのものづくりで、医学に役立
つものを開発されたということで
すね。

馬場　非常に大変で、名古屋大
学の研究室で５人の学生さんが５
年がかりで作りました。ナノワイヤー
の材料は、日焼け止めをはじめ色々
な物に使われている酸化亜鉛です。
もっぱら粉末で使われていましたが、
私たちはこれを細長い棒状にしまし
た。そのナノワイヤー１本の太さは
100nmほどで、髪の毛の1000分の
1から1万分の1です。それを２セン
チ角くらいのチップに数億本並べ
ないといけませんでした。そして、血
液や尿を流してもそのナノワイヤー
が折れないことが必要でした。

　「数億本」という数の理由は、血
液や尿を流した時に、ナノワイヤー
１本あたり10個からうまくいけば数
十個のエクソソームを採ってきた
かったためです。従来の技術では、
エクソソームをかなり採り逃し、半
分～３分の１程度しか採れません
でした。血液や尿など体液１ml中
には約100億個のエクソソームが
含まれていますが、これがうまく出
来ればそれらを全部採れるようにな
り、非常に多くの情報を得ることが
出来ます。

それに見事成功したということで
すね。

馬場　大事なのは、私たちのナノ
ワイヤーの構造で“もれなく”サンプ
ルが採れたことです。その結果、従
来は血液でないと診断が難しかっ
たのですが、尿からも調べられるこ
とが証明でき、しかも１回の採尿で
現実的には10種類のがんを全部
診断できることが分かってきました。
患者さんにとっては、非常に負担
が少なく、便利なわけです。
　これを実用化するため、名古屋
大学発のベンチャー「CRAIF」が
起業されました。2023年から東工
大の教授になった安井隆雄先生
が中心となり、2018年に創業し、
2022年から社会実装することが可
能になりました。「miSignal（マイシ
グナル）」という製品名で販売され
ていて、皆さんも使うことが出来ます。
　また厚労省が、がん研究の10か
年計画の成果を評価しているので
すが、これはすぐれた成果の１つと
して紹介されています。
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素晴らしいです。どこでも使われ
ている酸化亜鉛を細い棒状にす
ることが新しかったということにな
るわけでしょうか。

馬場　そうです。酸化亜鉛の粉は
誰でも目にしていますが、それをナ
ノワイヤーにしてがんの診断に使う
ことは、思いつかなかったわけです。
　ビタミンＣの発見者でノーベル賞
を受賞したアルバート・セント=ジェ
ルジは「誰もが見た事があるものを
見て、誰もが考えた事のないものを
考えること、それがディスカバリー
だ」と言っています。同じものを見て
も他の人とは違うことを考えてみよう
ということは、新しい研究を拓く重
要な考え方だと思っています。

研究だけでなく、色々な面でも言
えることなのかなと感じます。ナノ
ワイヤーを使ったデバイスの開発
には、どういった理化学機器をお
使いになったか、少し教えていた
だけますか。

馬場　色々な微細加工装置や、
それを評価するための装置を使い
ました。例えば、光リソグラフィー、イ
ンプリンティング、電子顕微鏡、Ｘ線
を使った解析装置、STEM-EDS、
ナノ加工のための装置などです。
ナノワイヤー表面にエクソソームが
きちんと付いているかなどは、クライ
オ電子顕微鏡を使うなどして評価
をしました。

ナノテク × AIの二刀流で
パンデミック対策を研究

馬場　２つ目は「ナノテクノロジー
とAI」の融合です。この研究も名
古屋大学で行ってきたもので、現
在も進行中です。ちなみに名古屋
大学は次世代バイオマテリアル領
域のハブ拠点になっています。
　どういうものかというと、私たちは
新型コロナウイルスのパンデミックと
いう痛い体験をしたわけですが、
将来的に起こりうる次のパンデミッ
クを防ぐための研究です。それが
大阪大学のグループと共同で進め
てきた「ナノポア」という技術です。
目的はウイルスを可視化しよう、出
来れば空気中でそれが出来るよう
にしようというものでした。装置に小
さい穴を開けて、そこに電流を流し
ます。その穴をウイルスが通ると電
流値が下がるので、そのシグナル
を得てウイルスを検出する仕組み
です。ウイルス１個を測るのには約
10ミリ秒しかかかりません。
　ですが、ウイルスにも色々な種類
があるわけですが、それらは種類
が違っても形がすごく似ています。
そして大きさは微妙に違います。ナ
ノポアのシグナルのほとんどは大き
さによって決まります。大きさが近い
と選別が難しいのですが、そこで
機械学習をさせます。すると、機械
学習させることで60種類ぐらいのウ
イルスを識別できることが分かって
きました。
　その結果、新型コロナウイルスの
時 に P C R 検 査 や 抗 体 検 査 、
ELISAなどウイルスを検出する方
法を聞いたことがあると思いますが、
そうした従来の方法よりも短時間
で、また感度も非常に高く検出出来
ることが明らかになりました。

　さらに検出するだけでなく、ウイル
スを不活化出来る可能性も出てき
ました。ウイルスを検出する時に同
時に温度を測り、その温度をコント
ロールするシステムが出来たので
す。例えば新型コロナウイルスのよ
うに感染しそうなウイルスを検出し
たら、温度を高めて表面分子を変
性させて不活化するシステムです。
このように、ウイルスの検出と不活
化を同時に行うための研究開発を
進めています。

ナノテクとAIの機械学習でその
仕組みを進化させたわけですね。

馬場　そういうことになります。また
偉人の言葉をご紹介したいので
すが、ドイツの文豪、ゲーテは「知る
ことだけが十分ではない。やってみ
なければならない。やる気だけでは
十分ではない。実行しなくてはいけ
ない」という言葉を残しています。こ
の言葉通り、何においても、最初か
ら無理だと諦めず色 な々ことをやっ
てみるというのがすごく大事なこと
だと思います。

各領域はボーダレスに

お話をうかがっていて、SF作家か
らスティーブ・ジョブズまで、色んな
人の言葉をご紹介くださり、非常
に興味深いです。

馬場　実は私は生まれ変わったら
文学部に行きたいと思っています。
工学部教授と言われるよりも文学
部教授に、憧れがあります（笑）。

　私は芸術的なセンスはないので
すが、実は最近、学会でも“アートイ
ンサイエンス”という賞を出していま
す。国際会議などで、自分がやった
研究をいかにアーティスティックに
表現するかを表彰するのです。
　また、絵画やステンドグラス、七
宝焼きなどもそうですが、様々な色
彩を表現出来るようになったのはサ
イエンスのたまものだと感じていま
す。最近ではプロジェクションマッピ
ングも芸術と科学が組み合わさっ
たものですよね。

馬場先生が日本の理科教育に思
う事や、若い世代に向けてのメッ
セージをお聞かせください。
　
馬場　高校生の時から思っていま
したが、文系、理系に分かれること
に、ほとんど意味がないように思い
ます。特に今は昔以上に、色々な
分野がボーダレスです。今日はご
紹介出来ませんでしたが、認知科
学を、量子力学を使った数学のフ
レームワークで説明しようとする取り
組みも行っています。認知科学や
心理学はこれまで文系の学問とさ
れてきましたが、もう文系、理系を分
ける必要がないのではと疑問に感
じます。

　また、色 な々分野にまたがって考
え、行動することは、研究に限らず
率直に面白いです。例えば、大谷
選手の二刀流も、最初はものすご
く反対の声がありましたが、栗山監
督という両方を認める人がいて、
大谷選手が育ちました。そのように、
１つの分野にとらわれずに何かに
取り組む、考えるような人を育てな
いと、これからの難しい課題の解決
を行っていくのは難しいのかなと思
います。
　量子生命科学は、いずれはそう
いう領域に入っていくはずです。そ
うなると、先ほどお話ししたように、
文系、理系という区別はなくボーダ
レスになるのだと思います。

量子生命科学という領域の今後
の広がりについて、お聞かせいた
だけますか。

馬場　繰り返しになりますが、2019
年に日本で生まれた学問領域であ
り、そもそも存在していない分野で
した。ですので、大学にもそういう専
攻や学科はありませんでしたが、
2022年度から東北大の医学部の
中に量子生命連携講座を作って
いただいて、さらに昨年度から千
葉大学の中に量子生命科学コー

スが、今年2024年度から東工大に
量子生命科学分野が出来ました。
まだ３大学ではありますが、大学の
中でもこうした「量子生命科学とい
う研究を始めよう」という機運がだ
んだんと高まってきています。
　毎年夏に量子生命科学セミ
ナーという動画配信を実施してい
るのですが、昨年は中学生や高校
生の参加者もおられました。若い年
代からこの分野に興味を持つ人も
出てきて、今後、将来に向けて色々
な展望が広がる分野だと思います。
　量子生命科学は非常に新しい
分野で、まだまだどういうふうに発
展するかわからないところです。大
きく発展しそうな芽がかなり出てき
ているので、この冊子をご覧の皆さ
んにもぜひ興味を持っていただき
たいと思います。
　JASIS2024でもブースを出展す
る予定ですので、ぜひお気軽にお
立ち寄りいただきたいと思います。

ありがとうございました。
量子を活用した生命科学の研究
に期待しております。

次号「科学の峰々」では、神戸大学大学院
科学技術イノベーション研究科
田口精一先生にお話を伺います。

「量子×生命科学」のように
領域を超えた“二刀流”研究は
革新的な成果を生み出す力です


